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ず,景 徳鎮千年展
One Thousand

皇帝の器か

Years of 」ingdezhen

ら毛沢束の食器まで

渋谷区立松濤美術館

〒150-0046東 京都渋谷区松澪 2‐14-14
TEL 03-3465-9421
http:〃― dty shibuya tokyo jp/
渋谷駅下車 徒歩15分 、京王丼の頭線 神泉駅下車徒歩5分

釉下紅梅文文房具各種 1975年個人

青白磁刻花蓮池文鉢 北朱 鴻藤美術館 青花牡丹唐草文梅瓶 元 鴻職美術館

中国江西省にある景徳鎮は、世界的な磁器の生産地として知ら

れています。唐末五代 (10世紀)か ら青白磁の生産が始まり、北

宋時代の景徳元年 (1004年)、 その元号を冠して 「景徳鎮Jの 名

前が誕生しました。このころから白磁、青白磁の生産が本格化し、

13世紀末以降、元 明  清 王朝の宮廷御用器となつてさらに発展

し、白磁、染付 (青花)、色絵磁器は世界的名声を博しました。

文化大革命末期の1975年、当時の最高指導者、毛沢東のために

日常使いの器を製造するよう秘密裏に中央政府から指示を受けた

景徳鎮は、第一級の職人たちによつて、最高の原材料と革新的な

技術を駆使して、これまで実現したことのなかつた1400度の高温

焼成による美しい磁器を完成させました。この生産計画は、その年

の第一級の任務という意味をこめて「7501工 程」と呼ばれました。

完成品のうち約1000点が北京に送られましたが、残りはすべて廃

棄するよう指示があつたのですが、破損して再注文が来ても二度

と同じ水準のものは作れないと考えた製造関係者によつて、密か

に保管されました。毛沢東の没後、保管されていた製品は当時の

関係者に配られ、民間へと伝わりました。近年 「最後の官窯Jと

も評され、中国国内でも注目されてきております。

本展は、宋時代の青白磁や元の染付、明 清 の歴代の官窯製品、

そして日本初公開となる「7501工程Jの食器や文房具など約130点

により、歴代の皇帝や最高指導者、そして現在も人々を魅了しつ

づける景徳鎮磁器の千年にわたる変遷を紹介いたします。

黄地粉彩瓢蝠文瓢形瓶 清 乾隆窯 南京博物院 粉彩百鹿文双耳大壷 清 乾隆窯 南京博物院

素三彩花燥文碗 清 康熙窯 鴻僣美術館

8月 25日 (土)午 後2時 ～ 「景徳鎮磁器の展開J

講師 長谷部 楽爾 氏 /東京日立博物館名書館員

8月 19日 (日)午 後2時～4時

9月 2日 (日)午 後2時～4時

講師 北尾 和子  (水 彩画)

講師 佐久間公憲 (油彩画)

8月 4日 (」L)

9月 9日 (日)

午後2時 ～ 「漢詩紀行 11三 国志の歴史を行く」

午後2時 ～ 「漠詩紀行 12三 国志の歴史を行く」

Great Ukyoe Masters/春 信、歌麿、北斎、広重
― ミネアポリス美術館秘蔵コレクシヨンよリー

10月 2日 (火)～ 11月 25日 (日)

五彩五魚文大盤 清 康熙窯 鴻藤美衛館
藍地黄彩雲籠文盤 清 乾隆窯 鴻稽美術館

8月 18日 (土)、 9月 8日 (土)各 日午後 2時 ～ 担当学芸員


